
【第180回】
猛暑を吹きとばす

大町市長
牛越 徹

　
真
夏
の
猛
暑
の
中
、
暑
さ
を
吹

き
飛
ば
す
夏
の
催
し
が
い
く
つ
も

開
か
れ
ま
し
た
。
若
一
王
子
神
社

の
夏
の
例
大
祭
は
、
７
月
26
日
の

華
や
か
な
稚
児
行
列
な
ど
に
続
き
、

翌
27
日
に
は
古
式
ゆ
か
し
い
装
束

の
10
騎
の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
と
６
台
の
舞
台

や
幟の
ぼ
りが

に
ぎ
に
ぎ
し
く
巡
行
し
ま

し
た
。
沿
道
の
観
客
が
見
守
る
中
、

番
札
改
め
の
綱
切
り
の
儀
式
が
行

わ
れ
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
古
色
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の

文
化
と
長
い
歴
史
を
体
感
す
る
こ

の
機
会
に
、
私
も
境
内
に
詣
で
、

地
域
の
平
穏
と
秋
の
豊
作
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
47
回
大
町
や
ま
び
こ

ま
つ
り
は
、
先
月
２
日
、
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

と
中
央
通
り
で
は
、
市
内
小
中
学

校
を
は
じ
め
19
の
団
体
の
金
管
バ

ン
ド
や
太
鼓
、
吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
の
ブ
ー
ス
が
出
店

さ
れ
、
第
27
回
ゆ
か
た
ま
つ
り
や

第
20
回
商
工
会
議
所
青
年
部
祭
も

同
時
開
催
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
に

花
を
添
え
ま
し
た
。
祭
り
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
や
ま
び
こ
お
ど
り
は
、

昨
年
を
上
回
る
35
連
、
約
１
４
５

０
人
も
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
、
殊
に
、
来
春
再
編
を
迎
え
る

各
小
学
校
の
お
ど
り
連
は
、
元
気

な
踊
り
を
披
露
し
、
表
彰
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　
や
ま
び
こ
ま
つ
り
は
、
先
人
た

ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
や
文
化
に

思
い
を
は
せ
、
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
、
郷
土
の
文
化
と
伝
統
を
創
り
、

郷
土
愛
を
育
む
契
機
と
な
る
よ
う

願
い
を
込
め
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
祭
り
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
た

市
民
の
皆
さ
ま
の
連
帯
感
が
共
感

の
輪
と
な
っ
て
広
が
り
、
地
域
の

再
生
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
第
１
０
８
回
を
迎

え
た
信
濃
木
崎
夏
期
大
学
は
、
す

ず
風
が
通
う
木
崎
湖
畔
の
信
濃
公

堂
で
、
先
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で

開
講
し
、
初
日
の
開
講
式
で
は
神

野
直
彦
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
続
い
て
、
講
義
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
東
京
大
学
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
江

守
正
多
教
授
か
ら「
気
候
の
危
機

に
ど
う
向
き
合
う
か
」と
の
テ
ー

マ
で
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
加
が
地
球
温
暖
化

を
引
き
起
こ
し
、
気
候
変
動
が
人

類
に
も
た
ら
す
危
機
の
深
刻
さ
と
、

回
避
の
た
め
に
必
要
な
社
会
シ
ス

テ
ム
の
大
転
換
に
つ
い
て
講
義
さ

れ
、
私
も
聴
講
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
過
去
か
ら
の
気
候
変
動

を
分
析
し
、昨
年
、今
年
と
も
世
界

中
が
記
録
的
な
高
温
と
な
り
、
産

業
革
命
か
ら
１
・
５
度
以
上
も
上

昇
し
て
お
り
、
温
暖
化
に
よ
り
異

常
気
象
が
増
え
、
温
暖
化
の
原
因

に
直
接
責
任
の
な
い
地
域
の
人
々

や
、
後
の
世
代
の
人
た
ち
が
深
刻

な
影
響
を
受
け
る
、
地
域
間
と
世

代
間
の
格
差
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
暑
い
夏
も
過
ぎ
、
実

り
の
秋
、
稲
刈
り
も
一
斉
に
進
み

ま
す
。
コ
メ
不
足
の
心
配
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
、
大
町
の
お
米
が
い

っ
そ
う
お
い
し
く
実
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
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地
域
の

集
会
所
な
ど
の

施
設
整
備
費

補助
制度

大
町
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
対
策
事
業
補
助
金

　
市
で
は
、
地
域
の
自
治
活
動
の

活
発
化
と
環
境
整
備
を
目
的
に
、

自
治
会
な
ど
で
管
理
す
る
集
会
所

な
ど
の
施
設
整
備
に
係
る
経
費
に

対
し
て
、
補
助
金
ま
た
は
利
子
補

給
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
以
降
に
施
設
整
備

を
予
定
し
て
い
て
交
付
を
希
望
す

る
自
治
会
な
ど
は
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
施
設
整
備
と

補
助
内
容

■
集
会
所
の
新
築
・
全
面
改
築
、

既
設
建
物
の
購
入

経
費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額：

公
民
館
分
館
は
８
０
０
万
円
、
そ

の
他
の
集
会
施
設
は
４
０
０
万

円
）

■
集
会
所
の
増
築（
10
㎡
以
上
）・

部
分
改
築
・
大
規
模
修
繕
、
消
防

法
に
よ
る
指
導
が
あ
っ
た
改
善

経
費（
１
０
０
万
円
以
上
）の
３
分

の
１
以
内（
限
度
額
：
３
０
０
万

円
）

■
集
会
所
の
排
水
設
備
工
事

経
費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額：

50
万
円
）

■
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
地
域
の
施

設
整
備

経
費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額：

６
０
０
万
円
）

■
集
会
所
の
新
築
な
ど
に
伴
う
敷

地
購
入
費

融
資
を
受
け
た
額（
１
０
０
０
万

円
超
の
場
合
は
１
０
０
０
万
円
）

の
借
入
期
間（
５
年
超
の
場
合
は

５
年
）中
の
利
子
補
給（
利
率
４
％

以
内
）

■
申
し
込
み　
９
月
30
日（
火
）ま

で
に
、
事
業
概
要
お
よ
び
概
算
事

業
費
を
確
認
・
整
理
の
上
、
直
接
、

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年

係
へ
。
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
・
青
少
年
係
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